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文責：校長 石橋博道  

【６月の給食目標】衛生に気をつけて食事をしよう！  

プール清掃  

 １５日、６年生がプール清掃をしました。雨が

降り出し、少々寒かったので早めに切り上げまし

たが、それぞれ持ち場を決めて、みんな頑張って

くれました。おかげで、約１時間後、ピッカピカ

のプールになりました。これでみんなが、気持ち

よくプールに入ることができます。６年生の皆さ

ん、お疲れ様でした。１年生から５年生の子ども

たちにも、６年生への感謝の気持ちを持ってほしいものです。来週からいよいよ水泳指導

開始です。お知らせしたとおり、まずは高学年から、学級単位での学習となります。ご準

備をよろしくお願いします。  

環境を大事に！ ※以下の紹介は、４年主任の平川先生に取材したものです。 

先週の福祉の学習に引き続き、よい学びをした４年生です。今後は、社会科の時間に、

新聞にまとめていくそうです。できあがりを楽しみにしたいと思います。  

 １４日（月）に、４年生が東長崎浄水場と東工

場に社会科見学に行きました。見学の目的は、

「施設を見学することにより、そこで働く人の

思いや願いを知り、ごみ問題や生活用水につい

ての関心を高める」ことです。  

 どちらの施設も、コロナウィルス感染防止の

ために、一度の見学が５０人以下に制限されて

いるため、１組と２組がそれぞれの施設を午前  

と午後で入れ替わっての見学となりました。子どもたちは、バスを使って校外学習に出

かけるのが初めての経験で、バスの中ではみんなとてもうれしそうでした。しかし、見

学が始まり、普段は絶対に見ることのできない施設の内部を見せていただき、工場の方

が働く上で大変なことや困ることなどについての話を聞くにつれ、次第に真剣な表情に

なっていきました。  

 見学後の感想では、  

 わたしたちが、ふだん当たり前のように捨てているごみが、時間をかけて燃やされて

いること、ごみでけがをする人がいること、ごみピットがとても深いことなどを知りま

した。これからは、きちんと分別していこうと思います  

水なんかいつでも飲めると思っていましたが、浄水場を見学して、それではいけない

とわかりました。これからは、水を無駄に流さないようにしたいです。  

などと、自分たちなりにこれまでの生活を振り返っていました。ゴミ問題や節水に対す

る意識が高まった子がたくさんいたようです。  

 

 

 

 

  


